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1.緒言 

現代の社会では、自動車から排出される、CO₂の

排出量削減が求められている。今回の研究では、燃

やしても水しか出ない「水素」に着目した。 

 水素の爆発力を自動車のエンジンへ応用する事を

目標とし調べを進めた。 

2.調査方法 

水素社会実現に向けた取り組みが、どこまで進ん

でいるのか。可能であっても使われていない技術が

ある場合、どんな理由で実用化されていないのかに

ついて主にインターネットを活用し調査した。 

3.結果・考察 

ここ最近の世界の動向を見ると、水素エンジン車

や電気自動車よりも、燃料電池車を普及させようと

いう動きが強いことが分かった。 

実際にエネルギー効率を、算出してみると、図１に

示すように電気自動車の効率がとても高い結果にな

った。またその次に水素エンジン車、その後に燃料

電池車が続く形になった。 

 

水素の電気へのエネルギー変換効率が 50％と、半

分ものエネルギーを失っている事が原因だった。 

 実際に水素を燃料とする、燃料電池車や水素エン

ジン車を走らせるには、水素ステーションが必要に

なってくる。水を電気分解する方法を取る場合、現

在 75％火力発電所に頼っている電力を、再生可能エ 

 

ネルギー由来の電力にする必要がある。 

水素の運搬では、水素を液体に出来たらエネルギ

ー密度を高くする事が出来る。しかし、水素の沸点

はかなりの低温で、その温度まで冷却するのに大き

な電力が必要。再生可能エネルギー由来の電力確保

に向けたインフラの整備がやはり重要であった。 

その為の新たな発電方法を考案するが、今回の発

表では論じない事とする。実現出来れば、水素社会

に向けた社会の発展に大きく寄与すると考える。 

4.結論 

現状のインフラでは、電気自動車のエネルギー効

率が一番高い。水素社会実現にむけての問題点は、

いくつもあったが、これらは、まだ対策の余地があ

るもので、実際にどの方法を取るべきかが、社会全

体として定まっていない。今回の調査では、電力の

確保について、再生可能エネルギーを利用したもの

を運用開発する事に注力する事が、水素社会実現に

向けて最も重要であると感じた。 
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図１. 技術別にみたエネルギー効率 


